
豊田市立地適正化計画における防災指針（案）に関するアンケート 
実施期間:令和５年８月２８日（月）～９月８日（金） 回答者数:１６９人 

 
【１】立地適正化計画を知っていますか? 
 
はい 6 
いいえ 163 

 
【２】Q１で「はい」と回答した方のみお答えください。立地適正化計画をどのように
知りましたか? 
 
立地適正化計画策定当時（平成３０年）に実施された市民説明会やパンフレッ
ト 

1 

豊田市ホームページや窓口にて確認できる冊子・パンフレット 4 
不動産取引の際の重要事項説明 0 
その他 0 

 
【３】ご自宅周辺の災害リスクについて把握していますか? 
 
はい 112 
いいえ 57 

 
【４】Q３で「はい」と回答した方のみお答えください。自宅周辺の災害リスクをどの
ように知りましたか?【複数回答可】 
 
洪水ハザードマップ・地震ハザードマップ（豊田市） 111 
マップあいち（愛知県） 3 
重ねるハザードマップ（国土交通省） 4 
その他 2 

 
その他 
 
地域の標高などを調べました 
住所が日進市なので、日進市のハザードマップにて確認いたしました。 

 
 
 
 
 



【５】これまでに／これからお住いの場所を考える際に災害ハザードエリア※を考慮し
ましたか／しますか? 
※災害ハザードエリア:土砂災害警戒区域や浸水想定区域など、災害により被害を受け
るおそれのあるエリア 
 
はい 100 
いいえ 69 

 
【６】Q５で「はい」と回答した方のみお答えください。どのような災害ハザードエリ
アを考慮しますか?【複数回答可】 
 
土砂災害警戒区域等の土砂ハザードエリア 66 
浸水実績のある区域 71 
浸水想定区域 75 
地震による震度が大きい区域、または液状化の危険度が高い区域 60 
その他 1 

 
その他 
 
土地の高低差、盛土でないか、地名などにより災害発生の被害度を推定しました。 

 
【７】これまでに／これからお住いの場所を選ぶ際にどのような施設が周辺にあること
を考慮しましたか／しますか?【複数回答可】※３つまで 
 
市役所、支所、出張所等の行政施設 15 
病院、診療所等の医療施設 60 
スーパー等の商業施設 86 
コンビニ、ドラッグストア等の小規模な商業施設 16 
こども園等の児童福祉施設 15 
デイサービス、訪問介護事業所等の福祉事業所 2 
小学校、中学校等の教育施設 75 
鉄道駅、バス停等の交通施設 83 
公園、緑地等のオープンスペース 13 
避難所に指定されている施設 14 
特に考慮しない 23 
その他 8 

 



その他 
災害（浸水）リスクが低い 
親が持ってた土地に親が建ててくれたので選択の余地なし 
実家の近く 
会社 
実家の近く 
主人の実家のため、選ぶ余地なし 
勤務地に近い 
親の近くであること 

 
【８】そのほか防災指針（案）についてご意見があればお聞かせください。 
都市のコンパクト化というのがよくわからない。コンパクト化というのはどういうこ
とか、説明が欲しい。 

行政対応レベルの内容を身近で具体的な課題として認識できるように周知していた
だきたい。 

・「都市機能誘導区域」、「居住誘導区域」の言葉の意味(定義)がよくわからない。 
・各地図を拡大して見えるようにしてほしい。(自宅の詳細を確認) 
以前、区⾧、民生委員の方と災害時の集団避難について話した時、一番ネックになる
のはこの１０数年の間、個人情報保護の観点から、住民台帳が修正・更新されず、世
代交代も進んでいることから、世帯主名、家族名、家族数が信ぴょう性に欠け、避難
者数などの確認に問題ありとのこと。 
意識・体制・基盤と、それぞれ活動をしていただいていることが分かりました。単発
で終わるものではなく、継続が必要な活動になるので、マンネリ化しないような活動
だといいな、と思います。 
今日はちょうど防災の日です。訓練等実施されている所はあるかと思いますが、地域
ごとでもいいですからもう少し細かく実施されたら如何でしょうか。会社勤めの方は
会社で実施されているかと思いますが他の人はどうしてもおごそかになるような気
がします。 
市役所や豊田市駅など豊田市の重要な機関が浸水リスクがあることに心配を感じま
す。 

市民の防災力向上案が企画されていることがとても良いと思いました。 
こども園や小学校では定期的に避難訓練を実施していますが、職場や地域ぐるみの避
難訓練は機会が少なく、いざという時に不安があります。 
乳児や高齢者がいる家庭にも避難経路や避難場所を把握してもらうため、定期的に広
報などで紹介するとイメージしやすいのでは、と思いました。 



マップは色分けされているので大まかには危険な地域はわかりますが、居住地等、詳
細に知りたい場合、駅などもわかりにくいため確認しにくい印象をもちます。誰でも
わかりやすいマップだと関心も高まるのではと思います 

特にないです。 

家を建てる際に土地が売れるかどうかを重視するように上司にアドバイスをもらっ
ていましたが、その１つの基準として災害の発生確率がありました。危ない土地は売
れないと思いますので、安いからという理由で危ない土地を購入するのは資産価値的
にもよくないと思います。ただ、災害が発生しやすい土地が、市の努力で災害を防せ
ぎ、土地の価値が上がると、とても良いと思います。そうすれば災害発生時の混乱を
防ぐだけでなく、市の発展に大きく寄与できると思います。頑張ってください。 
家から避難所に行くには浸水エリアを通る必要があります。我が家には車椅子の者も
いるため、避難や物資の獲得は困難だと考えられます。災害エリア等の情報を避難場
所の選定に役立てていただければと思います。 

今回、このアンケートが来たことで初めて読みました。 
これまでにも、同じようなものがあったのかもしれませんが、結局、自分の住む周辺
やよく使う道路のハザードマップしか見た事がありませんでした。そして、その内容
を覚えているかと言われるとなかなか難しく。 
今回をきっかけとしてこれから、読むようになるかと言われると、やはりこういう機
会がないと見ないような気がします。 
より多くの市民が見て、意見を出さなければいけない気がしますが…。 
他の方がどのような意見や要望を出しているかリアルタイムで見れたり、過去どんな
要望や質問があったかなどが見れると、自分も何か意見が言えるのかもしれません
が、資料を見て、何か…と言われてもなかなか難しいです。 
ちなみに、防災指針とは関係ないかもしれませんが、資料に載っていた防災ラジオ…
どういう時に放送が流れるのかいまいち分からず。 
私の地域は、放送が聞こえないので、周辺の人は購入してますが、皆何のために買っ
たのか…と言ってます。 
大雨の時もネットで調べた方が情報量も多く。 
もうちょっと流す内容を考えた方が良いか、もしくは、こういう時にこういう放送が
流れます。の一覧的なモノがあると良い。 

市中心市街地の浸水リスクが高い場所で矢作川堤防よりかなり低く、万一決壊・越水
した場合、行政機能の維持困難になるのが、恐ろしい。治水対策の充実を国に働きか
けしっかりお願いいたします。 
近年、自然災害の被害が甚大であるので、行政に任せるだけでなく市民が関心を持つ
きっかけとなる。 



地区別にどんな災害に弱く、どのような対策が必要なのか、細かく分析してくれてい
る事に感心しました。 
幸せな事に今まで災害に直面した事が無く、どこか他人事であまり身近に感じていな
かった(幸せボケしていた)為、今回、市の方でこんなにも真剣に考えて下さっている
事を知り、自分もシッカリ考えないといけないと思いました。 
恥ずかし限りです。反省しました。 

特になし 

・人は滅多に起こらない事には注意を怠る!と、会社生活の安全活動で体感してきま
した、現在の社会で起きている事象や事故はそんな雰囲気があります。ここ何年か、
豊田市のハザードマップに示される箇所に重篤な被害は発生していないのは幸いな
事と思います。 
・昭和 40 年代は岡崎市に居住していましたが、毎年台風シーズンや梅雨時にはいつ
も矢作川沿いは水位が上がり堤防決壊の心配をしていたものです。あんなところには
絶対家など建てては駄目だなと思っていました。豊田市も同様の心配をしていたと思
いますが、今では家屋が密集しています。その頃と比べれば堤防周辺も整備されたと 
は感ずるが・・・?果たして今起きている異常気象に対応しているのか甚だ心配です。 
・私の住んでいるところは浸水や土砂崩落の心配はほぼないのですが、地震と突風と
火事は用心と思っています。災害時の緊急食糧、水は勿論ですが停電時の対応では自
動車からの給電を考えているところです。 
メールでくる災害に関する情報の地域分けがよくわからない。地震発生の情報もどの
地区が自分の場所に当たるか分かりにくいのが、どうにかなればいいなと思います。 
豊田市のハザードマップは、見て自分の住んでいる場所が危険か調べます。今のとこ
ろ大きな心配はありませんが、これから大型の台風が来た時が心配です。 
周知が徹底されていないため、計画しても効果があまり期待できない。 
もっと住民全員が把握できるくらいの周知が必要。 
危ない場所に住まない。 

1,自分の住所地が、住宅地として安全地帯であるのかよく知っておく必要がある事を
強く思います。 
２，2 年ほど前に、高橋地区の防災地図を南庁舎 1 階のフロワーデ頂いたことで、自
住所の様子はうっすらと記憶がありますが、万が一での対応ができるのか?・・・ま
つたく自信がない状況です。 
３，自分での情報収取が、大切と考えますがその情報をどの様にして得るのかよくわ
からないのが実情です。 

豊田市の災害リスクの高い場所がよくわかりました。 
市役所がリスクの高い場所だと災害が起こった場合の対応が心配になりました。 



マップを活用していて分かりやすいと感じた。 

最近は集中豪雨が多いので、矢作川が氾濫しないか心配になります。もし、自宅が無
事でも電気が止まったら生活できないと思います。停電したら車の中でしばらく生活
出来るようにガソリンを普段から半分になったら満タンにするようにしています。行
政にばかり頼らずに個人で出来ることはした方がいいと思うので、講習をして防災の
知識を広めることも大事だと思います。 
災害は、自宅にいる時だけ発生するわけではないので出先で大きな地震に合った場合
は困りますね 
問題点として下記の案件を配慮されたし。 
 地域の防災隊員の高齢化対策 
 地域の消防隊員の欠員対策 
災害に対して何か対応している人の割合が 10％台というのはあまり信じたくない数
字だと思いました。 
自助に対する意識を高めるには、また、どうすれば自分ごととして考えるようになる
のかなあと思います。 
人口や施設の集中している部分が災害にあいやすい場所ということは避けきれない
し、仕事で山間部に行きますが、周りに何もないようなところに民家があることも多
く、地区ごとに細やかな対応をすることは必要だと思います。 
豊田は比較的安全な場所であり災害への危機感が無いと感じます。その事はありがた
いのですが人的繋がりを軽んじる傾向が残念ながら有るように思われます。お互い様
でなく、人の世話にはなりたくないと言うような風潮です。地域の力を強化しておか
ないと、と思います。 
自宅周辺のハザードマップは気にしているが出先で災害にあう可能性もあるのでパ
ネル表示などを目にする機会があるととても助かるし危機感が増す 
市中心部が浸水想定区域であることが気になります。 
これまでにも実際に浸水したこともあり，市の機能が災害時に発揮できないことがあ
るのでは，と心配になります。 
矢作川の鵜の首橋付近の川幅が狭くなっているところが浸水する原因のひとつと言
われていますが工事は順調にすすんでいるのでしょうか? 
線状降水帯やゲリラ豪雨のような最近の天候不順に対応できる対策を早急に望みま
す。 

ハザードマップなどは定期的に更新して、市民に広く身近な危険などを通知して欲し
いです。 
久々に概要版だけでなく、本番?にも目を通した。家の近くの危険を知ることができ
た。朝日丘が窪地になっているのは驚いた。よく通るのだが、気づかなかった。 



防災は、実際、自分の身に影響しないと他人事と考えてしまう。防災指針も多くの人
達に伝わる様な工夫が必要。そのためには、なるべく意見を聞く事が必要。例えば、
地区の回覧版に意見を書いて貰うとか・・・自治区の役員だけが、関与しない様な工
夫が必要。 
線状降水帯のニュースを聞くたびに、心配になります。 
住民の意識を高めるとともに、万が一災害にあっても、より早く復興していけるよう、
浸水後の準備も必要と思います 

今一度ハザードマップ確認します。 

崇化館地域、矢作川の近くに住んでます。水害は気になりましたが、2 年ほど前引越
しました。ただ、仮に水害発生時でも直接大きな被害が出ないようにマンションの 7
階に住んでます。生活の利便性を考慮すると豊田市駅近辺に住みたくなります。いざ
という時の為に、避難用品が自宅にもマンションにを備えてありますが、食品などの
消費期限などこの機会に気を付けたいです。 
自宅や実家(豊田市内)は地震以外の自然災害に合いにくい地区ですが、旅行先や通学
経路など、自宅とは違う場所の自然災害は避難経路や地形など気にするようにはして
います。 
小さい笛や連絡先メモや水筒・飴程度は常に持ち歩いてます。 
都市部の標高が低い事が解りました 
災害に強い安全なまちづくりを進める事は壮大な事選びがあるかと思います 
広範囲な水害で避難施設が限られる為に対策が必要と痛感しました 

知立市や刈谷市との市境の豊田市南部の中田町に住んでいます。(最寄り駅は知立駅
です。)もし災害があったら避難場所として刈谷ハイウェイオアシスはどうかと考え
ています。地理的な条件で仕方ないのかもしれませんが指針はどうしても豊田市の市
街地中心のように思います。 
以前、ゲリラ豪雨で短時間に一気に雨が降ったタイミングで、豊田スタジアムから野
見小学校の前の道を通ることがあった。道路はかなり水没していたが、排水が機能し
ていなかったのではないかと思う。 
大規模災害でなく、比較的頻繁におこる大雨での被害がある場所も早めの対応をお願
いしたい。 
土石災害危険のある住宅は移転を奨励する 
特にありません。 



豊田市は、坂が多く、川もあり、災害被害は、心配になります。 
しかし、実際には、便利な場所を優先して家を購入しました。 
実際に、災害があった場合、避難所がしっかりとしていれば、安心です。 
また、それを知る機会がたくさんあったり、子供たちにも、学校などで、日頃から学
んでほしいと思います 
ハザードマップを信用して家を建てました。 

当事者にならないと真剣に考えることは無いような気がします。 

特にありません。 

防災意識の向上は、情報受け取ったうえで各家庭や家族の自己責任の武運も大きいの
で、正しい情報が各家庭にいきわたる手段を考えた方が良いと思う 

 


